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。昨
日
（
七
月
十
四
日
）

オ
リ
ン
ポ
経
由
で
レ
ダ
に
来
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ポ
に
て
、
農
園
の
準
備
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

予
定
よ
り
は
遅
れ
て
い
る
感
じ
で
す
が
、
農
業
技
師
と
フ
ェ
リ
ッ

ペ
が
責
任
を
持
っ
て
進
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ポ
な

ど
も
水
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
に
堤
防
の
補
強
な
ど
に
人
も
機

械
も
動
員
さ
れ
、
中
々
農
園
の
方
に
手
が
回
ら
な
か
っ
た
と
い

う
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い

く
そ
う
で
す
。
柱
は
も
う
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
後
は
ト
ラ
ッ

ク
タ
ー
で
耕
す
事
と
、
柱
を
立
て
て
金
網
で
周
囲
を
囲
む
事
で

す
。
そ
し
て
、
つ
い
最
近
メ
ノ
ナ
イ
ト
の
人
た
ち
が
来
て
や
は

り
農
園
を
手
伝
い
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
彼

ら
は
灌
漑
設
備
を
造
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

立
派
な
農
園

に
な
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ポ
に
あ
る
イ
ン
デ
ィ
オ
の
村
の
カ
シ
ケ
（
酋
長
）

と
秘
書
の
人
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
持
ち
ま
し
た
。(

現
在
冬
休

み
の
た
め
、
校
長
不
在
）

彼
ら
の
道
に
ニ
ー
ム
並
木
を
作
り

た
い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
六
百
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
、
百

二
十
本
の
ニ
ー
ム
の
木
を
植
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
午
前
中

は
生
徒
と
そ
の
作
業
を
し
、
午
後
か
ら
文
化
交
流
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
カ
シ
ケ
も
大
変
乗
り
気
で
す
。

オ
リ
ン
ポ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
二
十
八
日(

日
）
、
二
十
九
日

(

月
）
、
三
十
日(

火
）
の
三
日
で
す
が
、
日
曜
日
は
オ
リ
ン
ポ

市
庁
舎
は
休
み
な
の
で
、
そ
の
日
に
イ
ン
デ
ィ
オ
の
村
に
最
初

に
訪
問
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

後

二

日

は
農
園
造
り
と
い
う
こ
と
に
な

り

そ
う
で
す
。

宿
泊
は
、
オ

リ
ン
ポ
の
修
練
所
、
二
つ
の

部
屋
と
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

を
確
保
、
台
所
に
多
少
の

食
器
な
ど
の
準
備
が
必
要

で
す
。
フ
ェ
リ
ッ
ペ
が
リ

ス
ト
を
奥
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

青
年
奉
仕
隊
現
地
責
任
者

佐
野
よ
り

パラグアイ、チャコ地方の子供達に笑顔と良い教育環境を整備するため、

南北米福地開発協会のボランティア隊が８月２４日成田を出発します。

会員の皆様はじめ多くの方々の支援をありがとうございました

世
界
に
笑
顔
を
！
！



平
尾

国
寛
（
二
十
一
歳
）

参
加
の
動
機
は
、
一
つ

は
、
両
親
の
影
響
で
す
。

小
学
校
一
年
生
の
時
に
母

が
チ
リ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
、
父
は
現
在
ブ
ラ
ジ
ル
に
病

院
を
建
て
る
為
に
、
日
本
で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

両
親
が
と
も
に
、
平
和
世
界
実
現
の
為
、
南
米
に
投

入
し
て
い
る
の
に
刺
激
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
生
態
系

が
保
護
さ
れ
て
来
た
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
な
ど
の
沢
山
の

自
然
が
あ
る
南
米
、
両
親
が
投
入
し
て
き
た
南
米
の

地
で
、
何
か
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
世
界
は
一
つ
の
家
族
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
事
に
あ
り
ま
す
。
日
本
か
ら
最
も
離
れ
た

所
に
住
ん
で
い
る
人
々
に
、
会
い
た
い
、
尽
く
し
た

い
、
何
か
為
に
生
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
気
持
ち
は
以
前
、
国
際
協
力
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊
に
参
加
し
た
先
輩
の
報
告
を
読
み
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

将
来
の
夢
は
、

会
計
・
経
済
的

方
面
に
お
い
て
、

仕
事
に
就
き
、

神
の
下
の
一
つ

の
家
族
の
実
現

に
向
け
、
貢
献

す
る
こ
と
で
す
。

南
米
の
青
年
、

学
生
達
と
友
情

の
絆
を
結
び
、

神
様
の
夢
の
実

現
へ
向
け
た
原

動
力
と
し
た
い

で
す
。

第
一
一
回
青
年
奉
仕
隊
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
二
〇
一
一
年
八
月
二
十
四
日
ー
九
月
九
日
）
）

八
月
二
三
日

南
北
米
事
務
局
に

オ
リ
エ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン

二
四
日
（
水
）
日
本
出
発

二
五
日
（
木
）
ア
ス
ン
シ
オ
ン
着

（
ア
ス
ン
シ
オ
ン
ホ
テ
ル
泊
）

二
六
日
（
金
）
ロ
マ
プ
ラ
タ
へ
出
発
、

ロ
マ
プ
ラ
タ
開
拓
地
見
学
、
ロ
マ
プ
ラ
タ
泊

二
七
日
（
土
）
オ
リ
ン
ポ
へ
出
発
、
オ
リ
ン
ポ
泊

二
八
日
（
日
）
オ
リ
ン
ポ
で
の
活
動

オ
リ
ン
ポ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
村
で
の
植
樹
活
動

二
九
日
（
月
）
オ
リ
ン
ポ
で
の
活
動

市
庁
舎
と
学
校
と
の
共
同
農
地
開
発

三
〇
日
（
火
）
オ
リ
ン
ポ
で
の
活
動

農
地
開
発
と
共
に
文
化
交
流

三
一
日
（
水
）
レ
ダ
へ
船
で
出
発

九
月1

日
（
木
）

レ
ダ
開
拓
の
歴
史
を
学
ぶ

二
日
（
金
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
訪
問

過
去
の
青
年
奉
仕
隊
が
学
校
建
設
、

植
樹
活
動
を
し
た
村
の
見
学
と
生
徒
と
の
交
流

三
日
（
土
）

ア
ス
ン
シ
オ
ン
へ
出
発
、

プ
レ
ジ
デ
ンﾃ

フ
ラ
ン
コ
市
泊

四
日
（
日
）

世
界
遺
産
、
イ
グ
ア
ス
滝
観
光

五
日
（
月
）

プ
レ
ジ
デ
ン
テ
フ
ラ
ン
コ
市
植
樹

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
市
長
、
教
育
委
員
会
と
合
同
で

行
い
、
学
校
に
て
学
生
と
共
に
植
樹
活
動
、

そ
の
後
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
へ

六
日
（
火
）

新
聞
社
訪
問
、

ア
ス
ン
シ
ョ
ン
市
内
訪
問
、
青
年
と
の
交
流

七
日
（
水
）

日
本
へ
出
発

九
日
（
金
）

日
本
成
田
到
着

福
森
誉
美
二
十
一
歳
）

私
が
今
回
の
国
際
協
力

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

の
は
、
ま
ず
「
原
体
験
」

を

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

実
際
に
、
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
南
米
に
行
っ
た
先

輩
の
方
か
ら
体
験
談
を
聞
い
た
り
、
南
北
米
福
地
開

発
協
会
の
方
が
来
ら
れ
て
そ
の
方
の
話
を
何
度
か
聞

く
中
で
、
地
球
の
裏
側
の
遠
い
地
で
歩
ん
で
い
る
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
姿
や
功
績
に
感
動
し

ま
し
た
。

で
も
、
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
だ
け
で
は
本
当
の

意
味
で
そ
の
方
た
ち
の
歩
み
も
分
か
ら
な
い
し
、
自

分
自
身
も
直
接
体
験
し
て
、
南
米
で
の
内
容
を
知
り

た
い
と
思
い
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。
ま
だ
私
は
、

将
来
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
っ

た
ら
良
い
か
ま
だ
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
今
与
え
ら
れ
て
い
る
環
境

を
感
謝
し
て
歩
ん
で
い
っ
た
り
、
今
ま
で
自
分
が
や
っ

た
こ
と
の
無
い
こ
と

を
や
っ
て
み
た
り
し

て
自
分
に
願
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
見
つ
け

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

青
年
と
い
う
時
に
、

多
く
の
経
験
を
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
た

め
の
糧
と
し
て
い
く

た
め
に
も
、
今
回
の

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
を
決
意
し
ま

し
た
。

学校建設に従事する青年奉仕隊隊員



中
田
先
生
の
講
話
（
六
月
十
九
日
）
の
概
要

「
今
年
は
レ
ダ
に
お
け
る
水
の
上
昇
が
続
き
、
今
ま
で
十
二
年
間
で
最
も
、
水
が

上
が
っ
て
来
て
お
り
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
は
湿
地
帯
で
あ
り
、
そ
れ
が
当
然
の
姿
で
あ
る
の
で
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
多

く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
通
し
、
私
は
か
え
っ
て
希
望
を
感
じ
て
い

ま
す
。

日
本
で
は
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
今
、
毎
日
、
復
興
を
ど
う
す
る

か
討
論
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い
る
状
況
を
テ
レ
ビ
で
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

見
な
が
ら
レ
ダ
に
お
い
て
も
今
後
、
た
だ
単
に
洪
水
で
受
け
て
い
る
ダ
メ
ー
ジ
の

復
帰
で
は
な
く
、
復
興
計
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ラ
グ
ア
イ
で
も
、
ま
た
レ
ダ
で
も
日
本
の
惨
状
を
知
っ
て
、
日
本
か
ら
千
人

ほ
ど
移
住
し
て
く
る
ら
し
い
と
の
う
わ
さ
も
立
つ
ほ
ど
で
し
た
。
秘
境
の
イ
ン
デ
ィ

オ
さ
え
心
配
し
て
く
れ
る
日
本
は
今
ま
で
世
界
に
尽
く
し
た
国
で
あ
り
、
素
晴
ら

し
い
国
で
あ
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
地
震
に
対
す
る
日
本
人
の
対
応
の

仕
方
も
世
界
の
人
を
驚
か
せ
、
日
本
人
の
資
質
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
、
日
本
に
来
て
、
日
本
人
が
締
ま
っ
て
き
た
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
前
ま
で
は
日
本
人
は
何
か
ダ
ラ
ッ
ト
し
て
い
る
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
が

危
機
の
中
で
顔
も
締
ま
っ
て
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

レ
ダ
に
て
魚
の
養
殖
を
行
い
、
初
め
は
何
故
、
八
個
も
の
池
を
造
る
の
か
と

冷
た
い
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ク
―
を
養
殖
し
始
め
、
そ
の

成
長
の
良
さ
を
、
ま
た
生
命
力
の
強
さ
を
知
り
、
今
後
に
大
き
な
希
望
を
持
っ
て

い
ま
す
。

先
日
、
熱
帯
魚
を
売
っ
て
い
る
荒
垣
さ
ん
と
言
う
方
が
事
務
所
に
訪

れ
、
話
を
聞
き
な
が
ら
パ
ラ
グ
ア
イ
川
に
は
多
く
の
人
々
が
関
心
を
持
っ
て
い
る

魚
が
ま
た
、
昆
虫
が
多
く
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
然
の
宝
庫
で
あ
り
、

未
来
が
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

今
ま
で
、
レ
ダ
で
は
一
人
の
人
が
色
々
な
責
任
を
持
っ
て
き
た
の
で
ス
ト
レ
ス

が
多
か
っ
た
が
今
は
各
人
が
各
人
の
専
門
分
野
を
持
っ
て
活
動
を
展
開
し
始
め
て

い
ま
す
。
牛
は
佐
野
さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
安
定
し
、
ま
た
魚
の
養
殖
は
丁
度
タ

イ
ミ
ン
グ
良
く
青
木
さ
ん
が
レ
ダ
に
参
加
し
、
本
人
が
七
〇
歳
に
な
っ
て
来
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
魚
を
釣
る
こ
と
が
趣
味
で
楽
し
み
な
が
ら
レ
ダ
の
養
殖
を
進
め

て
い
る
の
で
突
破
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
責
任
感
、
使
命
感
だ

け
で
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
ト
を
行
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
な
く
、
自
分
が
情
熱
を
感
ず

る
分
野
に
投
入
し
、
未
来
を
築
い
て
行
く
段
階
に
入
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
多
く
の
方
が
こ
れ
を
し
た
い
と
目
的
を
持
っ
て
来
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
」

集
会
に
は
ア
メ
リ
カ
の
南
北
米
福
地
協
会
事
務
局
長
、
松
田
先
生
、
そ
し
て
、

レ
ダ
か
ら
日
本
に
一
時
帰
国
中
の
佐
野
先
生
も
参
加
し
、
集
ま
っ
た
会
員
に
挨
拶

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

中田先生、レダ活動報告会



南
北
米
福
地
開
発
協
会

事
務
局

〒
二
一
三
ー
〇
〇
〇
一

神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区

溝
口
三
ー
十
一
ー
十
五

岩
崎
ビ
ル
四
Ｆ

電
話

〇
四
四
ー
八
二
九
ー
二
八
二
一

Ｆ
ａ
ｘ

八
二
九
ー
二
八
二
〇

会
費
納
入

郵
便
口
座

一
〇
一
八

〇
ー
七
七
六
八
〇
四
七
一

代
表

柴
沼
邦
彦

E
-
M
A
I
L

o
f
f
i
c
e
@
a
s
d
-
n
s
a
.
j
p

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
s
d
-
n
s
a
.
j
p

地
球
家
族
と
し
て

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

南
北
米
福
地
開
発
協
会

会
員
の
募
集
中

南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域

へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ら
び
に
植
林
活
動

を
通
じ
て

生
態
系
の
維
持
と
強
化
を
促
進
し
、
そ
の

地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、

世
界
に
環
境
保
護
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
五
〇
〇
円
、
毎
月
、
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
通
信
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、

各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

再度のお願い！！
第１１回国際協力青年ボランティア隊へのこれまでの御協力あり

がとうございました。今年は飛行機の燃料チャージが高騰したこ
ともあり、未だ、必要な経費が集まっておりません。
そのため、支援の期日を８月５日まで延長し、再度のお願いをせ
ざるを得なくなりました。ご理解下さり、よろしくお願いします。

支援金口座は下記の郵便口座です。予算が６５０万に増加し、現在、
５５０万は確実に集まることになっています。（責任者 柴沼より）

第1５回ピースライフセミナーご案内
川崎市民プラザにて（９月23日（金）、24日（土））

暑さ厳しき折柄皆様、いかがお過ごしでしょうか。秋の気配が漂う頃、上記セミナーを開催い

たしますのでご案内いたします。

国や世界に向かうべき私達自身あるいは私達の家庭がど

のような方向性、理念を持ってさまざまな問題に

取り組み、対処していくかは誰にとっても重要

な課題であると思います。このような時私達

は「価値ある生き方」「真実な生き方」を

深く知って行動できるようにしたいもので

す。

第15回ピースライフセミナーで「自分の

人生」と「世界の問題」を見つめなおして
みませんか。新しい本来の自分を発見し、

希望ある未来を実現したいと願われる皆様の

ピースライフセミナーへの積極的なご参加

を心からお待ちしております。
（詳しく知りたい方は事務局にに連絡して下さい）


